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待 陵 通 信 第17号 平成 24 年９月８日

（敬称略）

①訃報 平成 24 年８月 17 日以降に判明した方々 謹んでご冥福をお祈り致します。

18 理甲３ 浅井 正 平成 24 年 7 月 26 日 豊中市

21 理２ 村山 經男 平成 24 年 8 月 24 日 東京都大田区

22 文甲１ 石倉 明 平成 24 年 8 月 31 日 姫路市（遺族）

②住居・勤務先変更

連絡なし

③午餐会・懇話会

＊第 495 回午餐会 24 年９月８日（土）正午～ 14 時 30 分

於 中央電気倶楽部 317 号室

講師 21 文甲２ 露口 佳彦 露口法律事務所 弁護士

テーマ 「相続 遺言 高齢者問題など」 出席者 36 名

④各地寮歌祭

＊平城寮歌祭参加募集

日時 24 年９月 29 日（土）正午～ 16 時

会場 奈良県新公会堂 奈良市春日野町 101

JR 奈良駅、近鉄奈良駅から奈良交通バス（市内循環外回り）大仏殿前駅下車、

東へ 徒歩５分

会費 8,000 円（女性は 4,000 円）今回は奈良支部で 2,000 円（1,000 円）負担します。

お申し込みは電話・Fax.で下記にご連絡下さい。

20 理１ 土橋幸雄 ０７４２－４５－６０４７

. 21 文乙 村田正孝 ０７４２－４４－００３８

⑤支部だより

＊奈良支部 平城寮歌祭 上記参照

⑥同期同級交歓

連絡なし

⑦運動部・同好会だより

＊待兼山俳句会吟行 (第 514 回) 24 年 7 月 29 日（日）

吟行地 西大寺、ならファミリー、秋篠寺とその周辺 句会場 平城公民館 講義室

出席者 長山あや・上田元彦・佐伯箕川・佐伯道子・須賀洋一・鈴木輝子・鈴木敏夫・

瀬戸幹三・鶴岡言成・根来眞知子・東中 乱・東野太美子・平井瑛三・

山戸暁子 以上 14 名

投句者 片岡京子・西村浩風 以上 2 名

合計 16 名

選者吟 慈しみの半眼涼し伎芸天 あや

西大寺風すべりゆく苔涼し

新涼の風とは過ぎてから気づく

林 直入特選 平城京見晴らす畑に茄子育つ 幹三

堂涼し伎芸天女の細き指 幹三

炎天のひかりの滝となる甍 あや

新涼の風とは過ぎてから気づく あや

雲の峰高原行きのバス発車 眞知子

翻へりては風を呼ぶ夏燕 敏夫
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長山あや特選 黒き蚊の帝釈天の影に消ゆ 幹三

涼しげに朱を残し立つ伎芸天 敏夫

堂涼し伎芸天女の細き指 幹三

ひつそりと散れる病葉古寺閑か 輝子

剥落の涼しさ纏ふ伎芸天 言成

木洩日の遊ぶ寺苑の苔涼し 暁子

なだらかなあれが平城山雲の峰 浩風

夏落葉苔やはらかく受けとめて 浩風

＊待兼山俳句会（第 515 回）24 年８月 20 日（月）於 大阪倶楽部 会議室

出席者 林 直入・長山あや・井上浩一郎・片岡京子・佐伯箕川・須賀洋一・鈴木輝子

鈴木敏夫・瀬戸幹三・鶴岡言成・寺岡 翠・西村浩風・根来眞知子・東中 乱

平井瑛三・三宅洛艸・山戸暁子 以上 17 名

投句者 上田元彦・川崎香月・斎藤義雄・阪本ゆたか・田中嵐耕・中村和江

以上 6 名

合計 23 名

兼題 草市・花蓼（直入） 送火・西瓜（あや）

卓上に白粉の花・狗尾草（えのころ草）・空蝉

選者吟 老母の涙もろさよ魂送り 直入

カメラ作動中と札あり西瓜畑

果物屋よりも八百屋に買ふ西瓜

溝埋めて水音かくす蓼の花 あや

芋殻てふ風より軽きものを買ふ

草市の美穂女のつとの幽霊飴

林 直入特選 お供への西瓜早目のおさがりに 瑛三

賑やかに霊を送りて闇深し 翠

草市の美穂女のつとの幽霊飴 あや

空蝉の軽さよ草も撓まずに 瑛三

蓼の花余生平々凡々と 翠

鬼灯を鳴らして若くをられけり 浩一郎

嘘つかぬ音を確かめ西瓜買ふ 浩風

長山あや特選 晴耕の鍬を洗ふや蓼の花 浩風

色同じ焚く送り火も大文字も 直入

賑やかに霊を送りて闇深し 翠

裸灯にはかなきものを草の市 浩一郎

旅先の死海の塩に西瓜かな 義雄

この妻と送り火焚くは何時までか ゆたか

夕涼み上手に死ぬる話して 京子

★お知らせ 旧制浪高同窓会のホームページ（既報）

http://www.osaka-u.ac.jp/namikou/
「待陵通信」発行の都度追加掲載しております。今一度ご覧下さい。


